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※2014年2月27日は東京時間9時頃の値
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2月26日発表のブラジルの政策金利の引き上げについて

2014年2月26日（現地時間）、ブラジル中央銀行は金

融政策決定会合において、政策金利を0.25％引き上

げ、年率10.75％とすることを全会一致で決定しました。

概ね市場予想に沿う結果ですが、利上げ幅について

は、一部の市場参加者は0.5％を予想していました。

利上げ自体は8会合連続、特に昨年5月以降先月の

金融政策決定会合までの6会合では、毎回0.5％の利

上げ幅で利上げを実施してきましたが、今回、利上げ

ペースを減速させる決定をしました。

政策金利を10.5％から10.75％に引き上げ

利上げペースを減速させる決定

今月上旬に発表された1月のインフレ率は5.59％と、

前月の5.91％から鈍化し、2012年11月以来の低水準

となりました。

また、前回の金融政策決定以降に発表された、経済

活動指数をはじめとする経済指標も、市場予想を大き

く下回る弱い経済実態を示していました。

こうしたことから、市場参加者の間では、今回の利上

げサイクルもすでに終盤に近づき、同中銀が今回の金

融政策決定会合で利上げペースを減速させるだろうと

の声が強まっていました。

2月27日午前9時頃の東京外国為替市場では、ブラ

ジルレアルが対米ドル、対円ともに前日比0.4％程度

のブラジルレアル安となっています。

次回の金融政策決定会合は2014年4月1-2日（政策

発表は日本時間4月3日）の予定です。

【図1】ブラジルの政策金利の推移

【図2】ブラジルのインフレ率（拡大消費者物価指数、IPCA）

（前年同月比）の推移

【図3】ブラジルレアルの対円・対米ドルレートの推移

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成


